	がん医療の充実 （小児がん対策の充実）

	第二期計画における取組目標
	第二期計画初年度（Ｈ25）の主な取組
	２６年度の主な取組（Ｈ26.12末現在）
	２７年度～の取組案

	６　小児がん対策の充実
（１）小児がんの実態把握の促進
○　府がん登録やがん拠点病院の協力による受療動向の調査等により、府内の小児がんの疾患動向等を把握し、小児がん対策を検討していく上での基礎資料として用いるとともに、公表に際しては、府民が理解しやすく、誤解を招かないよう、患者、家族及び患者団体等の意見を尊重しながら情報提供の充実に努めます。
（２）小児がん医療提供体制の推進
○　小児がんの医療提供体制の推進にあたっては、小児がん拠点病院を中心に地域の医療機関と、人的交流も含めて協力しながら府域全体の医療ネットワークを構築し、小児及びＡＹＡ世代のがん患者がもれなく適切な治療が受けられるよう努めます。
（３）情報提供・相談支援の充実
○　小児がん拠点病院や小児がん医療に対応できるがん拠点病院においては、小児がんに関する医療提供機能についてホームページ等を活用し情報提供に取り組むとともに「がん診療ＮＯＷ」と連携する等、府民がこれらの情報を容易に入手できる仕組みを構築します。

また、これらの病院の相談支援窓口においても小児がんに関して患者及び家族のこころのケアに配慮した相談支援体制の充実を図り、府民サービスの向上を推進します。
	＜実態把握＞

　大阪府がん登録資料に基づき、大阪府における小児（15歳未満）およびAYA世代（15-29歳）のがんの罹患数／率、生存率、受療動向を把握およびデータ更新。
＜医療提供体制の推進＞

◆小児がん拠点病院を中心に、府内小児診療病院１０病院でワーキング設置、当該病院の提供体制等を調査・整理。

　なお、小児がん患者の初診カバー率は、

・小児がん拠点病院（2施設）のみ：44.4％

・小児がん拠点病院を含むワーキング参加施設（10施設）：80.2％

＜情報提供＞

◆府立成人病Ｃ「大阪がん情報提供コーナー（以下「情報提供コーナー」）」にて

　・小児がん、ＡＹＡ世代のがんの説明

　・大阪府の小児がん診療病院の明示

　　　マップ上にワーキング参加１０施設を明示し、各施設のホームページとリンク
・ワーキング参加10施設の病床数、スタッフ体制、療養環境、診療実績等を一覧表で掲示

・統計データについては今後掲載予定
	（１）小児がんの実態把握の促進
・大阪府の小児がん・AYA世代のがんの現状（がん罹患数・がん種類別罹患割合）について、府立成人病Ｃホームページ「大阪がん情報提供コーナー」において公表
（２）小児がん医療提供体制の推進
・国指定の小児がん拠点病院である、府立母子保健総合医療センター及び大阪市立総合医療センターを中心とする大阪府小児がん連携施設連絡会参加病院の連携・協力による小児がん医療を提供。
　※大阪府小児がん連携施設連絡会
　　　・府内の５大学病院または小児血液・がん学会専門医認定施設であるがん拠点病院10施設が参加

・うち２施設が国指定の小児がん拠点病院
　　　・H26年7月にワーキンググループから改称
（３）情報提供・相談支援の充実
・府立成人病Ｃホームページ「大阪がん情報提供コーナー」において情報提供
小児がん、ＡＹＡ世代のがんについて
大阪府小児がん連携施設連絡会参加10施設のホームページ、病床数、スタッフ体制、療養環境、診療実績等
・上記10施設において相談支援窓口を運営

	・大阪府がん登録の情報を通じた、小児がん・AYA世代のがんの実態把握
・大阪府がん診療連携協議会小児・AYA部会と連携した小児がん医療提供体制の充実

・HPによる情報提供の充実
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